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研究成果の概要（和文）：本研究では、高齢者の社会的活動性の概念の検討を行った上で、低下の機制に関する
データの分析に基づき、活動性の維持・向上のためのプログラム開発と実装を行った。このうち、低下の機制に
ついては、千葉県柏市在住の高齢者を対象にしたコホート研究（柏スタディ）のデータを用いて、その機制を詳
細に検討した。
次に、社会的活動性の維持・向上の方法については、千葉県柏市で、高齢者の通いの場である「地域活動館」の
実装と検証と行った。２年間にわたる実装と検証の結果、日常生活圏域に多彩なプログラムが提供される場を設
置することで、様々な利用動機を持つ後期高齢者を中心にソーシャル・ネットワークが維持されることが明らか
になった。

研究成果の概要（英文）：This study developed and implemented a program to maintain and improve older
 adult’s active level. The program was developed by defining the concept of social activeness in 
the ageing society and analyzing the mechanism of its impairment. The impairment mechanism was 
explored in detail by using the cohort data that targeted community-dwelling older adults of Kashiwa
 City, Chiba prefecture. A method to maintain or improve one’s social activeness was assessed by 
launching a community-space (Chikikatsudokan) at Kashiwa City, where older adults can go to attend 
recreational activities. After two years of implementation and research, the results showed that 
arranging a place that provide broad range of activity programs within the periphery of one’s daily
 life contributed to sustainment of the social network of old-old adults. Various types of activity 
programs answered to the multiple participation motives of older adults. 

研究分野： 都市計画

キーワード： フレイル　社会的活動性　コホート研究　プログラム　ソーシャル・ネットワーク　地域活動館

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、理論研究やコホート研究の知見に基づき、高齢者の社会的活動性の概念定義や、活動性
が低下する機制を明らかにしたことが挙げられる。また、実装研究に基づき、活動性を維持・向上させる「地域
活動館」方式を開発できたことも意義として挙げられる。社会的意義としては、社会的活動性を維持・向上させ
るプログラムの運用のポイントを明らかにできたことである。具体的には、移動範囲が狭まる高齢者が利用でき
る日常生活圏域への場の設置、様々な利用動機を持つ高齢者のニーズに対応した多彩なプログラムの提供、参加
を促すプログラムの運用上・空間上の工夫、運営団体が協働しやすい協議会方式の導入といった要素である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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1. 研究開始当初の背景 
超高齢社会を迎えた日本では，一人ひとりの高齢者がより積極的に高齢期を過ごすこと，そし

てそれを後押しするような物的・社会的環境を整備することが重要となっている。実際に，高齢
者の「サクセスフル・エイジング」や「ヘルシー・エイジング」の達成のためには，病気や障害
がないことや，高い身体・認知機能を維持することという「健康」にかかる要件だけでなく，社
会への積極的関与という「社会参加」にかかる要件があることが知られている。 
申請者らが実施した千葉県柏市における高齢者の大規模コホート研究（柏スタディ）の分析か

らは，高齢者の自立度の維持およびウェルビーイング（well-being）の向上のためには，社会的活
動性の低下（社会的虚弱化：social frailty)が，加齢による心身の衰えの初期の進行に強い影響を
与えていることが示唆されている。活動性の低下の例は，話し相手がいないこと，楽しく過ごす
仲間がいないこと，食事を一人でとること（孤食）等である。このような社会的虚弱化が続くこ
とで，口腔機能の低下や鬱の発生，食欲不振による筋力低下等が生じることが明らかになってい
る。 
社会的虚弱化の防止の方策については，例えば，教育学では行動様式の観点から生涯学習やボ

ランティアへの参加の重要性が指摘されている。また，公衆衛生学では人間関係の観点から友
人・知人が沢山いる方が健康であるという指摘や，建築・都市計画学では空間の観点からコミュ
ニティ・スペースの充実が健康に寄与していること等，各分野特有の観点から研究が進められて
きた。 
しかし，高齢者の健康自立寿命延伸に向けては，これらの各分野の知見を統合させ，空間，行

動，社会関係の 3 点から，高齢者の社会的虚弱化の予防の方法を総合的に明らかにする必要があ
る。 
 
 
2. 研究の目的 
本研究の目的は，分野横断的アプローチを通じて，高齢者の健康自立寿命を延伸することに向

けて，高齢者の社会的虚弱化の機序とその予防の手法を明らかにしようとするものである。具体
的には，（1）高齢者の社会的活動性に関わる個人および地域レベルの要因の特定，（2）高齢者の
社会的活動性の維持・向上を可能にする標準的手法の構築，（3）モデルフィールドにおける標準
的手法の試行（介入），（4）以上をまとめた社会的展開戦略の策定を行うこととした。 
 
 
3. 研究の方法 
本研究では，図 1 に示す通り，3 年間にわたって下記の 4 つの研究を進めた。 

 

図 1 研究のスケジュール 
 

① 理論的枠組みの構築と共有：医学，看護学，公衆衛生学，生涯学習・社会教育学，社会学，
建築学，都市計画学をバックグラウンドにもつ研究者らと分野横断型研究体制を整備し
た。このメンバーで，月に 1 回程度の定期的なステアリング会議を開催し，本研究をマネ
ジメントするとともに，各分野の既往研究に基づく，分析モデルを補強した。 

② 高齢者の社会的活動性に関わる個人および地域レベルの要因の特定：申請者らが 2012 年
度より継続実施してきた千葉県柏市の大規模高齢者コホート研究（柏スタディ）に，高齢
者の社会的虚弱化に関わる質問紙調査を加え，第 5 次調査を実施した。この，身体（口腔
含む）・認知・社会性にわたる精緻かつ膨大なデータベースに関して，マルチレベル分析
やパネルデータ分析を実施した。 

③ 高齢者の社会的活動性の維持・向上を可能にする標準的手法の構築と介入：上記のコホー
ト研究の分析結果をもとに，高齢者や地域住民にインタビュー調査やグループワーク等
を実施した。量的データ解析と質的データ分析を行い，高齢者の社会的活動性の維持・向
上を可能にする標準的手法を明らかにし，高齢者への介入プロセスモデルを構築した。こ



のモデルに基づき，複数のモデルフィールド（千葉県柏市，神奈川県鎌倉市，岩手県大槌
町，秋田県秋田市等）において，高齢者への介入プログラムを実装し，空間，行動・行動
様式，人間関係・社会関係の変化を起こすように働きかけ，実際に高齢者自身が社会的虚
弱化を予防することができるのか，その効果を検証した。 

④ 社会的展開戦略の策定：身体機能・認知機能が低下しても，理解・維持・適応しやすい「社
会的コード」を読み解き，どのような高齢者に対して，どのような活動プログラムの提供
が適切かを検討し，他の地域に展開可能な戦略を策定することにした。 

 
 
4. 研究成果 
本研究では，（1）社会的フレイルや，社会的活動性に関する概念共有と理論的枠組みの構築に

基づき，（2）大規模コホート研究の分析により，社会的活動性が低下するメカニズムを明らかに
した。さらに，（3）社会的活動性を向上するための地域活動プログラムの検討を行い，最後に，
（4）社会的展開戦略に関する議論を行った。 
 
(1) 社会的活動性に関する概念の検討 
本研究では，まず，社会的活動性に関する共通理解を図ることにした。東京大学高齢社会総合

研究機構（IOG）に所属する教員・大学院生を中心に，分野横断的研究組織による検討会を定期
的に開催した。先行研究や既存事例のレビューを通し，社会的フレイル等の概念共有と，理論的
枠組みの構築を進めた。また，社会的活動性を向上させるための標準的手法と，それを実現する
地域活動プログラムのあり方を検討した。 
検討の結果，本研究における「フレイル」の定義が明確となった。ここでのフレイルとは，加

齢により保有するフィジカル（身体的）・メンタル（精神的）・ソーシャル（社会的）な能力や資
源が貧困化し，脆弱性を抱えている状態と定義することができる。この定義に基づき，社会的活
動性の低下がどのような状態であるかを，図 2 のように整理した。 

 

 
図 2 研究の枠組み 

 
(2) 社会的活動性の低下のメカニズムの検討 
次に，社会的活動性の低下のメカニズムを検討するために，千葉県柏市における高齢者大規模

コホート研究（柏スタディ）の第 5 次調査を実施した。社会的活動性の指標として，外出頻度・
内容，交流（共食，支援の授受，ネットワーク）の頻度・内容，組織参加数・頻度，就労・ボラ
ンティア活動の有無・頻度，自宅外で行う活動（趣味・社会活動）の種類・数，社会的役割（家
族・親族間での役割）の種類・数を用いた。また，空間，行動・行動様式，人間・社会関係，身
体的・精神心理的・社会的フレイルに関するデータも同時に収集した。2012 年からのデータと，
今回の調査で収集したデータを統合した縦断解析用データセットを作成し，フレイルの進行と
社会的活動性低下の機序にかかる多変量解析に着手した。 
このデータセットに関して，地域高齢者の社会的活動性に関する多角的な分析を行った。まず，

加齢による身体的・精神的・社会的資源の貧困化について検討し，運動機能（ロコモ 25）や認知
機能（MMSE）に比べ，ソーシャル・ネットワーク（Lubben Social Network Scale）は，加齢の影
響を受けにくい可能性があることを見出した。次に，活動能力が低下した群と維持・向上した群
の比較を行い，とくに男性において，乏しい身体資源が活動能力低下の要因となり得ることを明
らかにした。また，高齢になっても継続参加できる社会活動の種類を探索し，カメラやカラオケ
に関する活動には，より高齢な者が参加している傾向があることを明らかにした。さらに，社会

 



的な資源の貧困化もその種類によって，アウトカムが異なることも明らかにした。 
 
(3) 社会的活動性を維持・向上させるプログラムの特徴 
次に，モデルフィールドの 1 つとなる柏市豊四季台団地において，社会的活動性を維持・向上

させるプログラムの特徴を明らかにするための実装研究を実施した。具体的には，住民団体が主
体的に運営する「地域活動館」というコミュニティ・スペースを，2018 年 2 月に IOG 主導で設
置した。この「地域活動館」では，課題とニーズ把握のためのワークショップの開催，活動方針・
利用規約の策定，情報交換会の実施等の方法により，運営団体の自主性を高める働きかけを行っ
てきた。そして，地域の高齢者を主たる対象として，健康づくり，趣味，交流に関する多彩なプ
ログラムを提供することにし，その効果を明らかにするために質問紙調査やインタビュー調査，
映像分析等を実施した。 
利用者への効果検証として，参与観察やインタビュー調査を実施し，その分析から，継続的な

プログラムへの参加については，外出への意欲や，それまでの社会関係だけでなく，場への愛着
（Place Attachment）が関連することを明らかにした。また，「楽しむ習字」という，参加者の多
い代表的なプログラムの映像分析を通じて，会話を引き出すための相互参照できるツールの準
備や，視線の交わりを生み出すための座席配置，講師による積極的な働きかけ等，効果的なプロ
グラムの要素が明らかにされた。さらに，実験的な「ボトリウム」のプログラムに関しては，開
催後の半年間にわたる参与観察とインタビュー調査を行った。この結果からは，プログラムの後
に定期的に集まることができるような仕掛け（例えば，魚や水槽に関する共通の話題が持てるこ
と等）を含むことで，日常生活上の助け合いや，参加者以外へのネットワークの広がり等，社会
的活動性が向上する様子が示された。以上の結果は，プログラムの内容だけでなく，その運用や
フォローアップの方法が，社会的活動性の維持・向上に大きく関わっていることを示すものであ
る。 
次に，実装の効果を検証するために，設置から 2 年が経過した 2020 年 2 月時点で，全利用者

に対する質問紙調査を実施した。この調査の分析からは，日常生活圏域に，参加障壁が低い，多
様なプログラムを開催する場所を設けることで，外出行動やソーシャル・ネットワークが維持さ
れる傾向が明らかになった。また，利用の動機によって，参加するプログラムが異なることも明
らかにされた。 
さらに，2019 年〜2020 年に実施した，運営団体に対する質問紙調査や，インタビュー調査か

らは，この場の維持のために，運営団体間の連携・協働を促進することが重要なことが示唆され
た。確かに，実装から 2 年の間に実施されるプログラムの数は大きく増え，共同企画等も実施
されてきたが，仲間づくりや参加者間の交流，団体間の連携等が課題となっており，また活動の
カテゴリーを超えるような連携がなされていないことが明らかになった。ここから，「地域活動
館」の運営には，各団体の活動を調整し，連携・協働を図るコーディネーターの役割が重要にな
るものと考えられる。この点で，モデルの訴求力という点では課題が残った。 
 
(4) 今後の研究課題：社会的活動性を維持・向上させる複数の手法の比較検討 
本研究では，（3）以外にも社会的活動性を維持・向上させていく様々な方式の実装や検証を行

ってきた。例えば，岩手県大槌町の仮設住宅における「居住環境点検」方式について，震災から
数年間の介入の再検証を行った。この結果，社会的活動性の維持のためには，地域のレベルで，
社会的交流の促進や課題共有体制の構築，共同性の形成等が必要となるため，平時においては自
主的な環境メンテナンスの活動が，災害後にはゼロからの居住環境点検活動が必要となること
が明らかにされた。また，個人の経験や知識，技能を活動資源として，再活性化するような介入
も，社会的活動性の維持には有効であることが明らかにされた。 
また，神奈川県鎌倉市大平山丸山地区では，上記の「居住環境点検」を複数回行った後に，住

民のアクション・グループを組織化する方式を導入した。地域の支え合いや，移動・外出支援，
子育て支援等の高齢者が主体となるグループが立ち上がり，それぞれで住民を巻き込む活動を
展開することが可能となっている。この方式については，既存の町内会との役割分担や関係構築
を中心に，訴求力のあるモデルを構築することが今後の研究課題である。 
この他に，秋田市や福井市，川崎市で展開中の諸方式との比較検討を行うことで，社会的活動

性を維持・向上させていくための，各方式の優れた点が明らかにできるものと考えられる。今後
は，本研究の体制を維持し，上記の研究課題に対して，「ライフ・レジリエンス（生活自己再生）
学」という枠組みをもって，継続的に取り組んでいく予定である。 
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